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平成 2年8丹

七
月
十
九
巳
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
村
農
業
委
員
が
決
ま
り
、

第
一
回
の
委
員
会
が
七
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
会
長
に
車
田
次
夫
村
長
、
会
長
臓
務
代
理
者
に
須
釜
信
好

さ
ん
、
鶴
屋
庄
一
さ
ん
の
両
氏
を
互
選
し
た
あ
と
、
委
員
の
職
務
、

年
間
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀
に
向
っ

て
活
力
あ
る
農
業
を
目
指
す
た
め
活
躍
さ
れ
る
、
十
八
名
の
農
業

委
員
の
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

広報たまかわ

任
期
満
了
に
よ
る
玉
川
村
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙
は
、
七
月
十
日

告
示
、
七
月
十
五
日
投
票
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
選
挙
に
よ
る
委
員

の
定
数
十
三
に
対
し
て
、
十
三
名
が

立
候
補
し
た
た
め
、
立
候
補
者
全
員

が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
選
任
委
員
五
名
(
議
会
二

名
、
農
協
各
一
名
、
農
業
共
済
一
名
)

も
決
定
し
、
七
月
二
十
一
日
に
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
に
h

布
い
て
、
第
一
回
委

員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で

は
、
会
長
、
会
長
職
務
代
理
者
を
互

選
し
た
あ
と
、
年
間
事
業
計
画
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

委
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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長

問
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櫛
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増
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(
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針
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(
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高
原
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(
特
)

13 

溝
井
六
郎
(
部
)

福
島
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

と
福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
編
成

し
た
っ
明
る
い
選
挙
青
年
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
」
が
七
月
二
十
一
日
に
玉
川
村

を
訪
問
。
福
島
空
港
建
設
地
と
千
五

沢
ダ
ム
を
見
学
し
た
の
ち
、
夜
に
玉

川
村
青
年
団
連
絡
協
議
会
の
会
員
十

五
名
と
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

青
年
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
福
島
県

ラ
バ
ン
隊
が
来
村

内
の
各
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
推
せ
ん
さ
れ
た
二
十
代
の
男
女
十

五
人
で
編
成
し
、
七
月
二
十
日
か
ら

二
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
、
県
内
各

地
で
明
る
い
選
挙
の
啓
発
活
動
を
展

開
す
る
た
め
来
村
し
た
も
の
で
す
。

村
青
年
と
の
交
流
会
で
は
、
県
選

管
の
職
員
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
趣

旨
説
明
の
あ
と
、
青
年
団
を
代
表
し

選挙当2(竜崎)選任農協(南須釜)選挙当1CJII辺)選挙当2(小高)選任農協(小高)
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岩
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15 

永
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治
(
担
)

16 

草
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光
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(
日
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副
会
長
の
渡
辺
隆
司
さ
ん
(
岩
法
寺
)

が
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
青
年
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
を
代
表
し
て
猪
苗
代
町

の
鈴
木
敏
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
「
地
域
に
密
着
し
た
若
者
の
活
動
」

を
テ

i
マ
に
予
定
時
間
二
時
間
を
三

十
分
も
オ
ー
バ
ー
す
る
活
発
な
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
模
様
は
全
国
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
制
作
の
啓
発
記
録

映
画
の
一
部
と
な
る
た
め
、
撮
影
隊

も
同
行
し
て
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
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平成2年8月広報たまかわ

無
事
完
成
を
祈
り
起
工
式

泉
中
学
校
新
校
舎
建
築
工
事
の
起

工
式
が
、
七
月
十
七
日
午
前
十
時
か

ら
関
係
者
四
十
人
の
出
席
の
も
と
、

平成2年8月

選手のみなさんざ若労さまず、ιた

広報たまかわ

中
学
前
作
田
の
建
設
現
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

起
工
式
で
は
車
田
村
長
、
設
計
監

理
の
山
口
寛
山
口
建
築
設
計
事
務
所

長
ら
が
ク
ワ
入
れ
を
し
、
工
事
の
無

事
完
成
を
祈
り
ま
し
た
。

新
校
舎
の
主
体
工
事
は
四
億
九
千

四
百
四
十
万
円
で
城
野
組
(
石
川
町
)

が
落
札
し
ま
し
た
。
ま
た
、
電
気
設

備
工
事
は
五
千
四
十
七
万
円
で
東
陽

電
気
(
西
郷
村
)
が
請
負
い
、
平
成

三
年
三
月
二
十
日
の
完
成
を
目
指
し

ま
す
口

完成予想図

三秀
正
致

七
月
五
日
工
場
誘
致
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
席
上
、
村
長
か
ら
双

里
正
司
さ
ん
ら
十
三
名
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
村
長
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
会
長
・
副
会
長
を
互
選
し
、
工

場
誘
致
に
係
る
状
況
に
つ
い
て
協
議

し
、
誘
致
企
業
で
あ
る
福
島
ト

i
ヨ

l
サ
ッ
シ
絢
玉
川
工
場
と
福
島
富
士

山
聞
を
視
察
。
委
員
会
は
、
工
場
誘
致

の
推
進
や
、
新
設
・
増
設
を
行
な
う

工
場
に
対
し
て
必
要
な
助
成
と
便
宜

を
図
る
こ
と
な
ど
を
村
長
の
諮
問
に

応
ビ
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

委
員
の
方
々
は
左
記
の
と
わ
り
で
す
。

安全を祈願し、村長クワ入

県
下
一
斉
の
美
化
作
業
「
河
川
ク

リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
」
が
七
月
一
日

早
朝
よ
り
各
行
政
区
ご
と
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
作
業
で
回
収
さ
れ
た
燃
え
る

ゴ
ミ
は
五
ト

ン
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は

二
十
二
ト
ン

に
も
の
ぼ
り
、
ざ
っ
と

ダ
ン
プ
十
一
台
分
に
あ
た
り
ま
し

た
D

第
三
十
六
回
福
阜
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
石
川

地
区
大
会
が
七
月
二
十
日
石
川
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
競
妓
に
は
ポ
ン
プ
車
の
部
に
南

須
釜
分
面
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
吉
分
団
が
出
場
し
、

炎
天
下
の
中
、
応
援
者
を
前
に
選
手
た
ち
は
キ
ビ
キ
ビ

と
競
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
は
全
体
的
に

競
技
力
が
向
上
し
て
お
り
南
須
釜
分
団
、
土
ロ
分
団
と
も

に
わ
ず
か
の
差
で
第
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
受
け

朝
か
ら
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
中
、
競
技
は
午
前
九
時
四
十
分
か

ら
は
じ
ま
り
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
南

須
釜
分
団
が
三
番
目
に
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
は
古
分
団
が
一
番
目
に
競

技
を
行
い
、
気
合
い
の
入
っ
た
勇
姿

を
披
露
し
、
家
族
や
地
区
の
応
援
者

か
ら
さ
か
ん
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

間

競
技
は
、
ポ
ン
プ
操
法
の
要
領
・

動
作
・
所
要
時
間
な
ど
を
減
点
法
に

よ
っ
て
合
計
点
を
競
う
も
の
で
す
。

今
回
は
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
二
十
点

差
の
中
に
三
チ
l
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
は
十
点
差
の
中
に
三
チ
l
ム

が
ひ
し
め
き
あ
っ
で
お
り
、
わ
ず
か

の
差
で
南
須
釜
分
団
、
吉
分
団
と
も

第
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

長
く
厳
し
か
っ
た
練
習
は
、
本
大

会
の
目
的
で
あ
る
ポ
ン
プ
操
法
技
術

の
向
上
と
団
員
の
規
律
訓
練
の
向
上

十
一
台
分

ま
た
、
こ
の
目
、
川
辺
地
区
で
は

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
六
十
五
人
、

青
井
沢
地
一
区
で
は
、
十
八
人
の
小
・

中
学
生
が
一
般
住
民
と
一
緒
に
な
っ

て
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
終
了
後
の
河
川
は

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
Dを

体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
選
手

の
心
の
櫨
と
な
っ
て
今
後
の
消
防
活

動
に
生
か
さ
れ
る
と
信
じ
ま
す
。

健
闘
さ
れ
た
選
手
の
方
々
、
陰
で

選
手
を
さ
さ
え
て
く
れ
た
家
族
の
皆

さ
ん
、
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
た

地
区
の
方
々
・
消
防
団
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ポ
ン
プ
車
の
部古
殿
町
消
防
団

石
川
町
消
防
団

南
須
釜
分
団

優

勝
準
優
勝

第
三
位
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ら

一
人
に
委
嘱

(
選
出
区
分
)

会
長
双
里
正
司
(
学
識
経
験
者
)

副
会
長
宗
形
徳
次
(
議
会
議
員
)

委
員
小
針
武
夫
(
学
識
経
験
者
)

小
針
政
一

(

0

)

車

田

構

(

。

)

大
野
貞
夫
(

0

)

境

田

孝

意

(

。

)

佐
久
間
倉
太
(
議
会
議
員
)

塩

沢

金

吾

(

。

)

森

儀

秋

(

)

溝

井

賢

彦

(

)

須

藤

善

之

(

)

奥

野

義

章

(

)

ウ-'/ 。ペ〉イ〉。

。

。

ク

ウ

。

ウ

。

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優

勝

古

殿

町

消

防

団

準
優
勝
石
川
町
消
防
団

第
三
位
吉
分
団

が
ん
ば
っ
て
ね
ノ

南須釜分団選手のみなさん

指
揮
者
現

沢

一
番
員
円

谷

兼

二
番
員
大

木

一

三
番
員
大

越

吉

孝

四
番
員
大

野

直

寛

補
充
員
塩

沢

和

美

指
撞
者
佐

藤

栄

一
番
員
須

釜

喜

二
番
員
矢

部

政

三
番
員
有

賀

久

補
充
員
矢

部

洋

雄

rJ.L. 徳

吉分団選手のみなさん

策美
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平成2年8月広報たまかわ

夏
休
み
を
前
に
泉
・
須
釜
両
中
学

校
で
、
生
徒
が
日
ご
ろ
の
生
活
体
験

を
通
し
て
考
え
た
非
行
防
止
の
意
見

を
発
表
し
あ
う
、
非
行
防
止
弁
論
大

会
が
関
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
弁
論
大
会
は
、
西
部
防
犯
協

会
と
須
釜
地
区
防
犯
協
会
が
共
催
し
、

石
川
警
察
署
が
後
援
し
た
も
の
で
、

泉
中
学
校
は
七
月
十
五
日
、
須
釜
中

学
校
で
は
七
月
二
十
日
に
行
れ
ま
し

た
。
弁
士
た
ち
は
、
全
校
生
徒
や
父

兄
・
関
係
者
ら
大
勢
の
聴
衆
を
前
に

少
し
緊
張
し
た
よ
う
す
で
し
た
が
、

非
行
防
止
に
対
す
る
自
分
の
意
見
を

堂
々
と
発
表
。
父
兄
ら
は
、
親
の
行

動
を
通
し
て
の
考
え
や
、
実
体
験
を

も
と
に
訴
え
る
弁
論
に
、
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
台
り
で
す
。

泉
中
学
校

最
優
秀
賞

「
あ
る
高
校
生
と
の
出
会
い
か
ら
」

石
井
由
香
里
(
三
年
)

泉中、弁士のみなさん

給ピ
水、J

登子。jノノ
限
界

村
が
水
道
で
一
日
に
水
を
給
水
で
き
る
の
は
一
千
二
百
八
十
併

で
す
。
七
月
に
は
暑
い
日
が
多
く
、
こ
れ
を
超
え
る
水
の
需
要
が

何
日
も
続
き
、
学
校
の
プ
ー
ル
使
用
を
制
限
す
る
な
ど
、
生
活
に

支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
、
水
の
需
要
が
増
え
る
と
、

お
フ
口
が
入
れ
な
い
、
ご
飯
が
炊
け
な
い
、
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え

な
い
、
何
よ
り
も
水
が
飲
め
な
い
、
H

断
水
H

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

八
月
も
暑
い
日
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
お
盆
休
み
も
あ
り
、
水
を

使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
水
を
大
切
に
使
う
工
夫
を
し
、
節

水
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

平成2年8月

7Y JY皆7ん
お元気7すわ③

東京玉川会員だよリ

広報たまかわ

て
須釜中、上位入賞者

須
釜
中
学
校

最
優
秀
賞

「
ま
わ
り
の
人
た
ち
の
や
さ
し
さ
で
L

阿
久
津
幸
子
(
三
年
)

穫
秀
賞

「
あ
る
で
き
ご
と
か
ら
」

塩
沢
唯
幸
(
コ
一
年
)

「
ぼ
く
の
反
省
」

大
木
政
明
(
二
年
)

努
力
賞遠
野
志
津
子
(
二
年
)

須

釜

志

郎

(

一
年
)

草
野
早
苗
(
一
年
)

O
基
準
弁
論

近
内
正
幸
(
一
一

玉
川
村
の
給
水
能
力
は
一
日
、
一

千
二
百
八
十
ば
こ
れ
は
、
千
五
沢
ダ

ム
を
水
源
と
し
、
石
川
町
浄
水
場
で

処
理
さ
れ
た
水
を
分
け
て
も
ら
っ
て

い
る
量
で
す
。
こ
の
水
を
い
っ
た
ん
、

南
須
釜
に
あ
る
配
水
池
ま
で
ポ
ン
プ

を
使
っ
て
送
り
ま
す
が
、
や
は
り
同

じ
量
し
か
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
配
水
池
は
、
各
家
庭
に
配
水
す

る
た
め
に
必
要
な
水
の
量
と
圧
力
を

保
つ
も
の
で
、
こ
の
配
水
池
に
水
が

な
く
な
る
と
、
断
水
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
七
月
に
は
、
こ
の

配
水
池
の
水
が
七
割
も
減
っ
た
日
が

あ
り
、
学
校
の
プ

l
ル
使
用
の
制
限

を
す
る
な
ど
、
節
水
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
私
達
の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
と
心
づ
か
い
で
、
断
水
は
妨
げ
る

は
ず
で
す
。
家
庭
の
中
で
で
き
る
節

水
を
、
も
う

二
度
考
え
て
下
さ
い
D

で
す
。

6 

人

権

擁

護

委

員

に

矢
吹
幾
哉
さ
ん
と
飯
島
春
雄
さ
ん

-
矢
吹
幾
哉
さ
ん

(
小
高
字
御
城
四

O

宮
五
七
l

二

O
二

O
)

・
飯
島
春
雄
さ
ん

(
南
須
釜
字
月
夜
作
五
九

宮
五
七
l

二
六
五
三
)

北

管

局

長

賞

認
め
ら
れ
る

で
の
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
特
に

須
釜
中
で
の
非
行
防
止
弁
論
大
会
や

マ
ラ
ソ

ン
大
会
な
ど
を
主
催
し
、
心

身
と
も
に
健
全
な
子
供
た
ち
を
育
て

よ
う
と
積
極
的
な
活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

賞状を手にする境田会長

ケ
ツ
で
三
十
杯
だ
と
五
百
四
十

t
。

一
人
一
日
平
均
使
用
量
が
百
十
L

で

す
か
ら
、
約
五
倍
の
水
の
ム
ダ
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

浴
槽
は
小
さ
な
も
の
で
も
二
百

t

以
上
の
容
量
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
残

り
湯
を
た
だ
捨
て
て
し
ま
っ
て
は
、

も
っ
た
い
あ
り
ま
せ
ん
。
洗
濯
や
掃

除
、
撒
き
水
に
は
充
分
使
え
ま
す
。

浴
槽
を
小
さ
な
井
戸
だ
と
思
つ
で
残

り
湯
を
上
手
に
使
っ
て
下
さ
い
。
ま

た
、
洗
濯
も
工
夫
を
す
れ
ば
一
回
百

t
の
水
で
済
む
は
ず
が
、
流
し
っ
放

し
だ
と
二
百
四
十
2
と
二
倍
以
上
使

う
こ
と
に
な
り
ま
す
口
一
夏
場
は
特
に

洗
濯
を
す
る
回
数
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
水
の
使
い
方
を
工
夫
し
て
節

水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自宅で、奥さんの保子さん、長男の
富雄さん、長女の万里子さんと一緒に

東京都江戸川区

塩沢直こさん(南須釜出身)

ふる里て過こした年数より東京ての暮

らしの方が長くなりました。年{こ一、二

度は帰省しますが、地方の時代と言われ

るよう{こ村の様子は著しく変化しており、

昨今の玉川村の変貌を紹介してくれる広

報マこまかわ寸志田舎を離れている私ど

もにとって村の様子を知る唯一の情報源

てす。隅々まで目を通し、頑張っているふ

る里の様子を手に取るように感じていま

す。

空港も平成5年に開港するということ
て、農業・商業・レジャー一体となった

ミ夢のある玉川、になるだろうと期待て

き、楽しみにしています。

現在私が暮らしている江戸川区も以前

は静かな町でしたが、ウォーターフロン

ト開発により、マクロの回避する東洋一

の水族館をもっレジャー基地臨海公園が

できたり、また、東京ディズ二一ランド

も近くにあり活気にあふれています。

5f34日に開催されました東京玉Jl(会
総会も、多数の会員が参加され楽しい一

時でした。顔、と名前が一致せずに思い出

すまで時間がかかりましたが、子供の頃

の思い出話に花が咲きました。次回はも

っと多くの会員の方が参加されるのを楽

しみにしております。

こ
の
た
び
、
次
の
方
が
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
で
、

み
な
さ
ん
の
菌
り
ご
と
や
も
め
ご

と
な
ど
の
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
相
談
も
結
構

や
最さ
壁し
喜さ
ξ と
石蝿
キLPi
五意
E当二七
lffI J也、

75を
瓦も
津っ
さ

。 管 「 ウ優 A 
基 ~ )、、 、室長 ~ 
j易準田小臼 j毒賞佐の小の醤 BI
沢弁平放出北 藤事!と 平扉~ Ijg 
恵 論 J 二三二 真を さ:ーを ‘g 
美 木宏兄由大実関 可

子 豊恵美校 美切希こ

年年年年年年年

こ
の
ほ
ど
、
須
釜
地
区
防
犯
協
会
は

長
年
に
わ
た
る
防
犯
活
動
が
認
め
ら

れ
、
東
北
管
一
以
一
瞥
察
局
長
・
東
北
防
犯

協
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
石
川
警
察
署
で
行
わ
れ
た
表
彰

状
伝
達
式
に
は
境
田
孝
意
会
長
が
出

席
し
、
「
今
後
も
地
元

住
民
・
関
係
機
関
と
手

を
携
え
て
防
犯
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
の
べ

ま
し
た
。

須
釜
地
区
防
犯
協
会

は
、
昭
和
三
十
九
年

一
月

の
結
成
以
来
、
地
域
挙
げ

村
が
水
を
給
水
し
て
い
る
人
数
は

約
五
千
四
百
人
で
す
口
歯
み
が
き
を

一
分
間
、
水
を
流
し
っ
放
し
で
す
る

と
六

2
の
水
が
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

仮
に
五
千
人
の
人
が
一
分
間
六
2
の

水
を
流
し
っ
放
し
で
、
二
回
歯
を
み
が

く
と
す
る
と
六
万

t
(
六
十
3

m

)

の

水
が
、
ム
ダ
に
な
る
事
に
な
り
ま
す
。

歯
み
が
き
は
、
水
を
止
め
て
か
ら
す

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
用

一
人
一
日
平
均
の
水
道
使

用
量
は
百
十

t
で
す
。
バ
ケ
ツ
洗
い

な
ら
五
杯
で
す
む
洗
車
も
、
流
し
っ

放
し
の
ホ

i
ス
洗
い
で
は
三
十
杯
以

上
の
水
を
使
い
ま
す
。
十
八

t
の
パ

7 



平成2年8月

機械による省力化に

トライ中

自動車建設機械・電装部品製造

広報たまかわ

「
ワ
イ
ヤ
ハ

i
ネ
ス
を
つ
く
っ
て

い
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
」
と
の
聞

い
に
「
石
け
ん
を
つ
く
っ
て
る
ん
で

す
か
。
と
聞
く
人
も
い
ま
す
よ
」
と

代
表
の
保
一
さ
ん
が
説
明
を
始
め
で

く
れ
ま
し
た
。
須
藤
ハ

l
ネ
ス
は
昭

和
五
十
七
年
七
月
に
父
の
保
政
さ
ん

(
相
談
役
)
が
品
川
自
動
車
電
線
泉

崎
工
場
(
現
菱
星
電
装
)
の
協
力
工

場
と
し
て
創
業
口
そ
の
後
昭
和
六
十

一
年
に
法
人
化
し
現
在
は
息
子
の
保

一
さ
ん
が
代
表
と
な
り
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
業
は
低
圧
電
線
を
切
断

平成2年8月広報たまかわ

代表取締役

須藤保ー

し
て
皮
む
き
し
、
端
子
圧
力
加
工
す

る
前
工
程
と
、
そ
れ
に
コ
ネ
ク
タ
ー

を
挿
入
し
組
み
立
て
、
検
査
を
す
る

工
程
に
分
か
れ
ま
す
。
月
産
百
万
本

を
生
産
し
、
前
工
程
で
出
荷
す
る
製

品
は
菱
星
電
装
を
通
し
て
日
産
自
動

車
へ
、
組
み
立
て
ま
で
一
貫
し
て

生
産
し
た
も
の
は
同
じ
く
新
キ
ャ
タ

ピ
ラ
三
菱
へ
納
入
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
新
キ
ャ
タ
ピ
ラ
三
菱
の
製

品
は
国
内
生
産
拠
点
二
社
の
う
ち
の

一
社
に
な
っ
て
お
り
、
端
子
や
コ
ネ

ク
タ

i
は
N
A
S
A
の
宇
宙
。
ロ
ケ

ッ

ト
用
と
共
通
し
た
も
の
を
輸
入
し
て

い
ま
す
D

従
業
員
は
十
五
人
で
、
す

べ
て
地
元
の
川
辺
の
方。
「
昔
は
農
繁

期
に
休
む
人
が
多
く
て
図
り
ま
し
た

が
、
今
は
、
納
期
な
ど
会
社
の
こ
と

を
主
体
に
考
え
て
く
れ
ま
す
。」
と
従

業
員
の
協
力
に
感
謝
す
る
代
表
。
親

』

第

一」、

消
費
者
の
身
に
な
っ
て

婦
人
シ
ャ
ツ
・

ブ
ラ
ウ
ス
縫
製

省力化のため導入された機械

塩
田
縫
製
は
昭
和
四
十
七
年
十
二

月
に
創
立
。
当
初
は
下
請
け
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
が
、
低
コ
ス
ト
で
付
加

価
値
の
あ
る
製
品
づ
く
り
を
目
指
し

今
年
の
一
月
か
ら
独
立
し
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

製
品
の
婦
人
シ
ャ
ツ
・
ブ
ラ
ウ
ス

し
み
や
す
い
会
社
づ
く
り
を
モ

ッ
ト

ー
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
従
業
員
の

協
力
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
三
年

前
ま
で
は
、
す
べ
て
手
作
業
だ
っ
た

も
の
を
機
械
を
導
入
し
、
「
少
な
い
人

数
で
大
き
な
生
産
を
目
指
し
、
機
械

に
よ
る
省
力
化
に
ト
ラ
イ
中
で
す
」

と
、
強
い
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
口所
在
地

川
辺
字
和
尚
平

m

口

月

入

ふわふわ

トントン

は
、
東
京
日
本
橋
の
老
舗
問
屋
へ
納

入
し
て
お
り
安
定
し
た
受
注
を
か
か

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独
立
し
た
こ

と
に
よ
り
出
荷
用
の
箱
を
自
社
で
作

成
し
納
入
し
た
と
こ
ろ
、
製
品
の
評

判
が
よ
く
、
F
A
X
な
ど
で
直
接
注

文
も
ミ
も
っ
と
製
品
を
増
産
し
た
い

の
で
す
が
、
入
手
不
足
で
や
む
を
得

、
ず
、
お
断
り
す
る
こ
と
が
多
い
の
が

残
念
で
す
」
と
塩
田
さ
ん
。
従
業
員

は
十
一
人
で
、
ほ
と
ん
ど
が
地
元
の

方
。
通
勤
が
不
便
な
人
は
、
息
子
の

真
一
さ
ん
が
送
迎
を
す
る
な
ど
、
家

庭
的
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
、
忘
年

会
、
新
年
会
は
会
社
の
負
担
で
行

っ

て
い
ま
す
。
月
産
四
千
枚
の
生
産
を

イベント本部

8 

好一
代表

塩田

増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

「
多
く
作
っ
て
も
、
質
が
落
ち
た
の

で
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
製
品
を
千

人
の
人
が
買
っ
て
く
れ
て
そ
の
中
の

一
つ
が
不
良
だ
っ
た
ら
確
率
か
ら
い

え
ば
千
分
の
一
で
す
が
、
製
品
を
買

っ
た
そ
の
人
に
と
っ
て
は
百
パ
ー
セ

ン
ト
の
不
良
に
な
り
ま
す
。
一
人
の

人
に
と
っ
て
も
完
全
な
製
品
を
仕
上

げ
た
い
」
と
経
営
方
針
を
語
る
代
表
。

何
よ
り
も
第
一
に
、
H

消
費
者
の
身
に

な
っ
て
製
品
を
つ
く
る
H

と
い
う
姿

勢
が
評
判
の
よ
い
服
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

所
在
地
四
辻
新
日
字
村
中

m

工場には、 18台のミシンが

心をこめて真剣に

玉川憂祭り実行委員会

玉川村・玉川村商工会

玉川サービスチェーン

玉川村泉農協・須釜農協

主催

後援

9 
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卓
予
ボ
}
恥
玉
川

こ
の
ほ
ど
第
四
十
三
田
福
島
県
総

合
体
育
大
会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
石

川
地
区
大
会
が
浅
川
町
で
聞
か
れ
ま

し
た
。
玉
川
村
か
ら
は
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
二
チ
!
ム
、

卓
球
に
一
チ

l
ム
が
出
場
し
、
石
川

管
内
の
並
み
い
る
強
豪
を
相
手
に
、

川
辺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
が
見
事

初
優
勝
。
ま
た
、
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ

平成2年8月広報たまかわ

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
に
わ
た
っ
て
、
第
二
十
四
回
村
民

登
山
会
が
秋
田
県
・
山
形
県
に
ま
た
が
る
ゥ
鳥
海
山
ケ
で
村
民
約

九
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
登
山
は
、
村
公
民
館

が
主
催
と
な
り
、
大
自
然
に
親
し
む
機
会
を
村
民
に
与
え
、
豊
か

な
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
鳥
海
山
に
ト
ラ
イ
し
た
よ
う
す
を
紹
介
し
ま
す
。

き
わ
や
か
な
朝
日
に
照
ら
さ
れ
、

午
前
七
時
三
十
分
に
五
合
目
を
出
発

し
、
「
滝
の
小
屋
L

「
河
原
宿
L

「文
殊

岳
」
で
小
休
止
。
前
回
、
昭
和
六
十

三
年
に
は
到
達
で
き
な
か
っ
た
頂
上

へ
午
前
十

一
時
三
十
分
に
到
着
し
喜

び
の
中
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
鳥

海
山
は
東
北
で
二
番
目
に
高
い
山
と

い
う
事
で
、
参
加
者
の
意
気
込
み
は

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
で
し
た
が

標
高
が
増
す
ご
と
、
距
離
が
進
む
ほ

ど
に
表
情
に
も
余
裕
が
な
く
な
り
疲

れ
が
み
え
て
く
る
人
も
。
し
か
し
、

晴
天
の
も
と
に
広
が
る
庄
内
平
野
、

日
本
海
の
大
パ
ノ
ラ
マ
、
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
の
大
群
落
や
ひ
っ
そ
り
咲
い

て
い
る
チ
ョ
ウ
カ
イ
フ
ス
マ
な
ど
の

高
山
植
物
、
大
雪
渓
を
渡
る
涼
し
い

風
が
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
、
山
項
へ
と

み
ん
な
を
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

登
り
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
約
九

時
間
。
参
加
者
に
と
っ
て
、
こ
の
登

山
は
今
年
の
夏
の
思
い
出
と
な
る
'
ば

か
り
で
は
な
く
、
H

一
生
の
夏
の
思
い

出
H

と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

川
地
区
が
大
活
躍

も
優
勝
に
耀
き
、
昨
年
、
決
勝
で
破

れ
た
屈
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
玉
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
も

健
闘
し
、
第
三
位
と
玉
川
代
表
が
大

活
躍
し
ま
し
た
口

優
勝
さ
れ
た
川
辺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
会
と
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
は
、
八

月
五
日
に
行
わ
れ
る
県
中
大
会
(
会

場
・
岩
瀬
郡
内
)
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
口
選
手
の
み
な
さ
ん
の

ご
健
闘
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

プ
一
フ
ツ
メ
ア
カ

戸斗L，

ーデー

必み生
ずなの
加さ
入ん
をも

こ
れ
ま
で
国
民
年
金
で
は
、
二
十

歳
以
上
の
方
で
も
学
生
に
つ
い
て
は

任
意
で
加
入
で
き
る
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
任
意
で
あ
る
た
め

加
入
し
て
い
な
い
人
が
障
害
に
な
っ

た
場
合
に
保
障
さ
れ
な
い
、
老
齢
年

金
に
つ
い
て
不
利
に
な
る
な
ど
の
、

弊
害
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
弊
害
を
な
く
す
た
め
、

昨
年
十
二
月
に
法
改
正
さ
れ
、
学
生

に
つ
い
て
も
来
年
の
四
月
か
ら
国
民

年
金
に
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

) 11辺ソフトボール愛好会のみなさん

玉川卓球クラブのみなさん

こ
の
ほ
ど
、
第
十
二
回
石
川
方
部

交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会
が
、
蓬

田
小
学
校
を
会
場
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
交
通
安
全
に
対
す

る
関
心
と
知
識
、
技
術
を
体
得
さ
せ
、

習
慣
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
故
防

止
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
に
は
各
小
学
校
か
ら
選
抜
さ
れ

た
チ

i
ム
が
出
場
し
、
練
習
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
玉
川
第
一
小
学
校
の

A
チ
i
ム
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
D

ま
た
、
県
南
大
会
で
も
六
位
の
活
躍

を
し
ま
し
た
口

10 
ん」ィ、

・も〆、、
低
U

-
」、つよの

H
J
 

ア

ニッコウキスゲ捜線のむこうには、自本海が石JlI方部自転車大会のようす
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平
和
を
祈
り
黙
と
う
を

毎
年
八
月
十
五
日
に
「
全
国

戦
没
者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
「
戦
没

者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
と
し
て
広
く
国
民
に
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

正
午
の
時
報
か
ら
一
分
間
、

戦
没
者
の
め
い
福
と
平
和
を
祈

願
し
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ

ぇ，
j

o

十
基

お誕生おめでとう
ございます

ら

タ
ス

大
東
銀
行
か
ら
、
自
動
現
金
支
払

機
を
蒜
生
字
羽
根
石
に
設
置
し
た
記

念
に
と
、
村
に
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
(
ゴ

ミ
箱
)
十
基
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た。
村
で
は
さ
っ
そ
く
、
村
営
住
宅
な

ど
に
設
置
し
、
き
れ
い
な
村
づ
く
り

の
た
め
利
用
し
て
い
ま
す
。

東防
北 5巴

下
さ
い

犯
灯
を

東
北
電
力
か
ら
、
防
犯
好
三
基
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

東
北
電
力
で
は
毎
年
「
電
気
の
あ

る
明
る
い
社
会
や
つ
く
り
」
を
め
ざ
し

地
域
の
防
犯
の
た
め
に
と
、
防
犯
灯

を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

( 6月届出分)

出生児氏名 保護者名

須藤俊昭

矢吹拓実啓策

小針卓也 茂

堀井なっき 三徳

草野光悦光弘

草野幸弘清一憲

地

川辺

小高

中

岩法寺

北須釜

区8月10日は道の日

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

-
南
須
釜
の
国
井
長
吉
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
岩
法
寺
の
吉
田
正
さ
ん
か
ら

二

万
// 

おくやみ
申し上げます

(6月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

小針春江 43 正美

吉田甲子次 75 正

塩津ムメ 77 清財

園井吉松 93 長吉

矢吹フサ 81 朝吉

地区

中

岩法寺

南須釜

"" 
山小屋

-
中
の
小
針
正
美
さ
ん
か
ら
一

万

円

・
南
須
釜
の
塩
沢
幸
徳
さ
ん
か
ら

二

万

円

@
小
野
町
の
吉
田
輝
好
さ
ん
か
ら

二

万

円

・
蒜
生
の
真
弓
永
作
さ
ん
か
ら

道
路
清
掃
に
際
し
て
の
遺
失
物
拾

得

金

と

し

て

一

万

円

・
玉
川
村
役
場
職
員
ゴ
ル
フ
ク
一
戸
プ

か
ら
結
成
記
念
コ
ン
ペ
益
金
と
し
て

九、

0
0
0円
(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

円

3，799人

3，832人

(-2) 

(-8) 

(:2:: 0 ) 

( -10) 

す
掛
う

時

一

戸

よ

引

引

の
年

h
l

村
は
薗
旦
鈴

eag

7，631人




